
11月臨時県議会で皆川いわお県議
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と
高
速
交
通
網
の
整
備
を
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「安全・安心で未来に輝く県土づくり」

　
十
一
月
の
臨
時
県
議
会
の
代
表
質
問
で
皆
川
い
わ
お
県
議
は
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
補
正
予
算
に
つ
い
て
「
安
全
・
安
心
で
未
来
に
輝
く
県
土
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
事
業
選
択
の
基
準
を
た
だ
し
た
。
中
部
横
断
自
動
車
道
の
早
期
開
通
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
の
高
速
交

通
網
の
整
備
な
ど
を
求
め
、
ま
た
、
健
全
な
財
政
運
営
と
の
両
立
を
指
摘
し
た
。

　
さ
ら
に
、
皆
川
い
わ
お
県
議
は
、
九
月
定
例
県
議
会
の
代
表
質
問
で
「
屋
内
五
十
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
の
整
備
」
を
訴
え
た
あ
と
、
署
名
活
動
を
展
開

し
、
十
二
月
に
は
早
期
の
整
備
を
求
め
る
四
万
五
千
八
百
二
十
九
人
の
署
名
簿
を
、
知
事
に
提
出
し
た
。

11月臨時県議会で「補正予算」の「事業の選択基準」を代表質問する皆川いわお県議

補
正
予
算
の
活
用
策
は

未
来
へ
の
投
資
を
実
現

皆
川
い
わ
お
県
議
の
質
問

　
政
府
に
お
い
て
「
未
来
へ
の
投
資
を

実
現
す
る
経
済
対
策
」
の
補
正
予
算
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
予
算
の
活
用

で
「
安
全
・
安
心
で
未
来
に
輝
く
県
土

づ
く
り
」
を
進
め
た
い
。
今
回
の
補
正

予
算
案
に
お
け
る
事
業
選
択
の
基
準
は

何
か
。

補
正
予
算
案
と
県
財
政

着
実
に
進
む
削
減

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業

高
速
交
通
網
の
整
備
を

中
部
横
断
自
動
車
道

自
然
災
害
対
策
の
推
進

臨
時
県
議
会

 

平
成
二
十
八
年
十
一
月

                 

代
表
質
問

知
事
答
弁

　
社
会
資
本
の
整
備
や
防
災
対
策
は
、

県
民
生
活
の
向
上
と
と
も
に
、
地
域
社

会
の
発
展
に
直
結
す
る
、
と
い
う
の
が

基
本
認
識
だ
。

　
県
内
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、

農
林
業
の
競
争
力
強
化
を
図
る
整
備
な

ど
に
よ
り
、
成
長
の
基
礎
と
な
る
社
会

資
本
の
形
成
を
加
速
化
し
た
い
。

　
ま
た
、
防
災
対
応
の
強
化
を
図
る
た

め
、
ト
ン
ネ
ル
や
公
園
施
設
な
ど
の
老

朽
化
対
策
、
河
川
整
備
に
よ
る
治
水
対

策
、
山
地
災
害
発
生
箇
所
の
復
旧
整
備

な
ど
を
推
進
し
た
い
。

皆
川
い
わ
お
県
議
の
質
問

　
中
部
横
断
自
動
車
道
の
早
期
開
通
を

強
く
望
み
た
い
。
補
正
予
算
は
、
ど
の

よ
う
な
工
事
に
あ
て
ら
れ
る
の
か
。

知
事
答
弁

　
自
然
災
害
に
よ
り
通
行
止
め
が
発
生

す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
地
域
に
お
い
て
、

代
替
性
の
確
保
の
た
め
の
、
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
推
進
事
業
に
重
点
配

分
し
た
。

皆
川
い
わ
お
県
議
の
質
問

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
に
向
け
、

道
路
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
。
高
速
交
通
網
の
整
備
を
加
速
化
さ

せ
た
い
。

知
事
答
弁

　
リ
ニ
ア
駅
か
ら
約
三
十
分
で
到
達
で

き
る
圏
域
の
、
さ
ら
な
る
拡
大
の
た
め
、

道
路
整
備
を
し
た
い
。

　
リ
ニ
ア
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
に
つ

い
て
は
、
高
速
道
路
や
、
こ
れ
を
補
完

す
る
国
道
の
整
備
に
取
り
組
む
。

皆
川
い
わ
お
県
議
の
質
問

　
補
正
予
算
案
は
県
財
政
に
ど
う
影
響

す
る
の
か
。
健
全
な
財
政
運
営
と
の
両

立
を
求
め
た
い
。

総
務
部
長
答
弁

　
今
回
の
公
共
事
業
に
係
る
補
正
予
算

は
、
国
の
経
済
対
策
に
基
づ
い
た
も
の

で
あ
る
た
め
、
財
政
の
半
分
が
国
庫
支

出
、
残
り
の
地
方
負
担
額
に
は
有
利
な

交
付
税
措
置
の
あ
る
補
正
予
算
債
を
充

当
し
て
い
る
。

　
通
常
の
県
債
等
残
高
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
補
正
予
算
に
伴
う
発
行
額
が
追

加
さ
れ
て
も
、
着
実
に
削
減
が
進
ん
で

い
る
。

五
十
メ
ー
ト
ル

  

　
屋
内
プ
ー
ル

　
　
「
早
期
整
備
を
」

  

　
　
　
と
署
名
を
提
出 屋内プールの早期整備を求め、知事に署名簿を

提出する県水泳連盟の皆川いわお会長

　
皆
川
い
わ
お
県
議
は
、
九
月
定
例
県

議
会
の
代
表
質
問
で
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ

公
園
に
「
屋
内
五
十
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル

の
整
備
を
急
げ
」
と
た
だ
し
た
。

　
十
二
月
に
は
、
早
期
の
整
備
を
求
め

る
四
万
五
千
八
百
二
十
九
人
の
署
名
簿

を
、
知
事
に
提
出
。
県
水
泳
連
盟
（
皆

川
い
わ
お
会
長
）
、
県
障
害
者
福
祉
協

会
（
竹
内
正
直
理
事
長
）
、
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
小
林
峰
雄
会
長
）
の

三
団
体
が
、
七
月
か
ら
十
月
に
署
名
活

動
を
し
た
。

　
現
在
の
小
瀬
プ
ー
ル
は
老
朽
化
し
て

い
る
こ
と
、
水
温
が
高
く
な
り
選
手
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
影
響
が
あ
る
こ
と
、

競
技
役
員
や
観
客
に
熱
中
症
が
お
こ
る

こ
と
、
障
害
者
の
利
用
が
で
き
な
い
こ

と
な
ど
が
主
な
理
由
だ
。

　
皆
川
い
わ
お
会
長
は
「
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
八
百
メ
ー

ト
ル
リ
レ
ー
で
、
甲
府
市
出
身
の
江
原

騎
士
選
手
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な

ど
し
、
水
泳
に
対
す
る
県
民
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
機
を
逃
さ

ず
、
速
や
か
に
プ
ー
ル
の
整
備
に
着
手

す
べ
き
」
と
、
要
請
し
た
。

　
知
事
は
「
署
名
の
重
み
を
念
頭
に
お

き
、
検
討
を
進
め
て
い
く
」
と
応
え
た
。

「
県
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
賞
」
を
贈
ら
れ
た

  

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

  

メ
ダ
リ
ス
ト
、
江
原
騎
士
選
手
を
な
か
に
、

  

知
事
と
皆
川
い
わ
お
県
議
（
右
）



甲府城のお堀の復元、新名所と回遊ルート
平成29年3月12日

　
「
甲
府
城
周
辺
地
域
活
性
化
基
本
計
画
」
が
具
体
化
し
て
い
る
。
公
共
施
設
跡
地
の
活
用
が
可
能
な
、
甲
府
城
南
側
の

お
堀
に
沿
っ
た
エ
リ
ア
か
ら
は
じ
ま
り
、
お
城
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
歩
行
者
回
遊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
。
緑
と
、

水
辺
が
あ
り
、
歩
い
て
、
楽
し
い
、
ま
ち
づ
く
り
だ
。

「基本計画」に基づいた甲府城南側のお堀の復元、整備のイメージ図。進行中の甲府駅南口の整備、県庁のオープン化、「山梨近代人物館」や
「山梨ジュエリーミュージアム」、また「甲州夢小路」など、甲府城を中心とした回遊ルートは、歴史と文化の城下町の魅力を創出し、中心市
  街地とを結んで、活性化を促進していく

委
員
会
報
告

  

土
木
森
林
環
境
委
員
会

主
な
県
内
調
査
報
告

県
外
調
査
報
告

城下町甲府・小江戸甲府の魅力の創出

甲
府
城
周
辺
整
備

お
堀
の
復
元
が
望
ま
し
い

皆
川
い
わ
お
県
議
の
質
問

　

甲
府
城
の
周
辺
地
域
活
性
化
基
本
計

画
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が

集
計
さ
れ
た
。
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

都
市
計
画
課
長
答
弁

　

県
民
会
館
跡
地
の
整
備
に
関
す
る
も

の
が
多
か
っ
た
。

皆
川
い
わ
お
県
議
の
質
問

　

も
と
も
と
甲
府
城
の
内
堀
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
な
の
で
、
復
元
を
す
べ
き
と
い

う
意
見
と
、
そ
の
ま
ま
広
場
に
す
べ
き

と
い
う
意
見
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ

る
が
、
ど
ち
ら
が
多
か
っ
た
の
か
。

都
市
計
画
課
長
答
弁

　

お
堀
を
復
元
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
い

う
意
見
が
多
い
。

皆
川
い
わ
お
県
議
の
質
問

　

す
で
に
、
広
場
や
集
会
場
は
拡
充
し

て
い
る
。
城
下
町
ら
し
く
、
ま
た
、
水

辺
の
風
情
を
つ
く
る
べ
く
、
お
堀
の
復

元
が
望
ま
し
い
。

●
環
境
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

　

八
月　

大
阪
府
・
岡
山
県
・
兵
庫
県

一
日
目

　

（
株
）
モ
ン
ベ
ル
本
社
で
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
自
然
の
環
境
を

体
感
す
る
環
境
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
、

地
域
の
自
然
を
活
用
し
た
「
ジ
ャ
パ
ン

エ
コ
ト
ラ
ッ
ク
」
の
取
り
組
み
を
調
査
。

二
日
目

　

銘
建
工
業
（
株
）
で
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ま
た
、
国

内
初
の
C
L
T
量
産
工
場
の
立
ち
上
げ

を
視
察
。
さ
ら
に
、
災
害
に
よ
る
被
害

の
軽
減
に
貢
献
す
る
「
人
と
防
災
未
来

セ
ン
タ
ー
」
を
見
学
。

三
日
目

　

兵
庫
県
庁
に
お
い
て
、
都
道
府
県
初

●
地
方
創
生
の
取
り
組
み

　

十
一
月　

沖
縄
県

一
日
目

　

石
垣
市
役
所
に
お
い
て
地
方
創
生
の

取
り
組
み
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
に
つ
い

て
視
察
。
市
税
を
二
十
四
時
間
、
ど
こ

か
ら
で
も
納
付
で
き
る
。

二
日
目

　

農
業
生
産
法
人
に
お
い
て
、
廃
校
を

利
用
し
た
六
次
産
業
へ
の
取
り
組
み
を

調
査
。
農
村
の
雇
用
と
所
得
を
確
保
し
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
生
産
・
加
工
・

販
売
を
推
進
し
て
い
る
。

三
日
目

　

沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

沖
縄
の
産
業
を
育
て
、
沖
縄
の
産
業
人

を
育
て
る
施
設
・
事
業
展
開
を
視
察
。

  

●
道
路
改
良
工
事
の
視
察

         

県
産
材
の
使
用
促
進

　

  

二
月　

笛
吹
市
・
富
士
河
口
湖
町

 　
「
笛
吹
八
代
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

  

ン
ジ
」
の
視
察
。
「
小
立
福
祉
セ
ン
タ

  

ー
」
の
現
地
調
査
。
公
共
施
設
等
に
お

  

い
て
、
県
産
材
の
使
用
の
促
進
、
そ
の

  

良
さ
を
P
R
す
る
取
り
組
み
。

●
富
士
山
の
景
観
形
成
の
視
察

　

十
一
月　

富
士
吉
田
市

　

世
界
遺
産
・
富
士
山
に
ふ
さ
わ
し
い

景
観
形
成
の
た
め
の
「
溶
岩
パ
ネ
ル
堰

堤
（
え
ん
て
い
）
」
を
視
察
。

の
「
総
合
治
水
推
進
計
画
」
と
「
土
砂

災
害
対
策
」
の
取
り
組
み
を
調
査
。

富士山4合目の治山堰堤を視察する皆川いわお県議


